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市
長
は
年
頭
の
記

者
会
見
で
値
下
げ
を
発
表

し
、
３
月
議
会
で
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

Ι
ʤ

 

 

引
き
下
げ
ら
れ
る
の
は

４
％
。
消
費
税
の
値
上
げ

の
影
響
が
３
％
あ
り
、
実

質
的
に
は
１
％
の
値
下
げ

で
す
。
水
道
事
業
会
計
へ

の
影
響
額
は
、
一
年
で
約

１
億
円
と
の
こ
と
で
す
。 
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８
月
の
文
教
経
済
委
員

会
で
市
は
「

┼
─

─

⌂

ⅎ

を

報
告
し
ま
し
た
。
予
算
編

成
の
前
に
、
事
業
の
具
体

的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
る

こ
と
は
稀
で
、
市
の
意
気

込
み
を
感
じ
ま
す
。 
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報
告
で
は
、

⅛
╠
─

⅛

≢
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═
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─

─
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╩

中
学
校
を
最
優
先
と
す
る

と
の
こ
と
で
す
。 
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か
か
る
費
用
は
、
新
聞

報
道
で
は
総
事
業
費
21
億

円
と
の
こ
と
。
対
象
教
室

数
は
約
９
３
０
室
で
す
。

費
用
の
１
／
３
は
国
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

実
施
設
計
は
今
年
９
月

議
会
に
補
正
予
算
で
計
上

さ
れ
ま
し
た
。 
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│

≢
│

╘
╢
な
ど
、

粘
り
強
い
働
き
か
け
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
市
長
が
強
い
意
欲

を
示
し
具
体
化
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

     

̲
↓

Ι
ʣ

 

水
道
料
金
は
こ
れ
ま
で

何
度
か
値
上
げ
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
最
近
で
は
２
０

１
１
年
に
値
上
げ
し
て
い

ま
す
。
理
由
は
、
累
積
赤

字
の
解
消
と
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
、
耐
震
化

の
た
め
の
二
重
経
路
化
の

費
用
ね
ん
出
と
の
こ
と
で

し
た
。 
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人
件
費
の
圧
縮
や
耐
震

化
な
ど
の
施
設
整
備
が
予

定
よ
り
も
安
価
に
で
き
た

た
め
、
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 
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Ặ♣Ε ͭ Ε͚ήΧΏ 

ᾲ ὰ Ε ὗ 
2002 9 ₲ὰṮ ᵺ  

暑さ対策は何もなく、冷房の設置の必要性を訴える。ま

た、当面の代替案として扇風機の設置を提案 

→教室に四つの扇風機を設置(2006 年に完了) 

2010 9 ₲ὰṮ ᵺ  

教室の温度調査を実施し、冷房の必要性と、何もない

教室への暑さ対策を訴える。 

→市は「必要性は認める」ものの、費用を理由に「できな

い」との答弁。特別教室には冷房が設置される。 

2011 ᵘ╦ɀ Ε Β ͵γ ᾏΎ 

「冷房の設置」を要望。 

2013 9 ₲ὰṮ ᵺ  

 普通教室への冷房の設置を要求。 

市民の署名運動も行われる。 

2014 2 ₲ ᾏΒ ͵γ ΕṰ  

 →膨大な費用が見込まれ、現在考えていない。 

2014 2 ₲ Β ͵γ  

 →校舎等の保全計画を策定する中で検討する。 

2014 8 ₲ ῂ₃ ᵟᶅṮ 

市は「考え方」を提示。 

すべての普通教室に空調機を設置する。 
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集
団
的
自
衛
権
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
際
社
会
で

の
日
本
の
あ
り
方
だ
と
か

国
防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
対
し
て
し
っ
か
り
と
見

き
わ
め
て
議
論
し
、
国
に

お
い
て
総
合
的
に
判
断
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。 ѵ

Ӵ
̮

ὁ
ᵂ

 

Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）

の
賃
貸
住
宅
に
住
む
年
金

に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進

す
る
。 

⁸
ᵣ

ֻ

ṓ

 

ᵂ

お
墓
の
考

え
方
も
時
代
と
と
も
に
変

化
し
、
人
口
減
少
時
代
で

後
に
続
く
親
族
が
い
な
い

と
い
う
問
題
も
出
て
き
ま

す
。
永
代
供
養
を
す
る
市

営
の
合
葬
墓
を
作
る
よ
う

に
提
案
し
ま
し
た
。
答
弁

で
は
、
現
在
は
考
え
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 
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が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 │
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し
ま
し
た
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答
弁
の
要
旨
は
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で
し
た
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ᵂ

高
齢
で

自
動
車
の
運
転
を
止
め
た

人
、
膝
が
悪
く
て
長
く
歩

け
な
い
人
、
等
々
、
外
出

時
に
困
難
を
抱
え
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

バ
ス
路
線
の
要
望
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
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し
ま
し
た
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ᵂ

春
日
井
市

は
人
口
微
増
で
来
て
い
ま

す
が
、
日
本
全
体
で
は
す

で
に
人
口
減
少
社
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

千
葉
県
の
流
山
市
で
は

子
育
て
環
境
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
施
策
を
取
り

入
れ
、
若
い
世
代
の
人
口

が
増
加
し
て
い
ま
す
。 
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⅜に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

─
☻
♥
ꜟ
☻

╙

⅜

↕
╣

≡
™
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と
い
う
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。 
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さ
れ
て
お
り
、
名

古
屋
空
港
で
は
試
験
飛
行
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で
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今
後
も
、
子
育
て
し
や

す
く
、
若
者
人
口
の
増
加

【
当
局
答
弁
】 

─
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╙

⅜

№
╡
╕
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│

⌐

⇔

≡

─

│

⌐
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─

が
あ
り
ま
し

た
。
東
高
森
台
県
営
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
身

向
け
は
昨
年
度
１
戸
の
募

集
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
募
集
戸
数
の
増

加
に
つ
い
て
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。 
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パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
（
身
障
者
用
駐
車
場
利

用
証
）
制
度
導
入
を
提
案
。 

Ỗ
ᴣ
̝
Ѱ
↓

 

行
使
は
憲
法
上
禁
じ
て
い

ま
す
。 

自
衛
隊
は
こ
と
し
創
設

６
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
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こ
れ
は
、
憲
法
９
条
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
春
日

井
市
に
は
、
自
衛
隊
基
地

が
あ
り
ま
す
。
集
団
的
自

衛
権
行
使
で
、
自
衛
隊
員

が
命
を
落
と
し
た
り
、
人

を
殺
し
た
り
す
る
状
況
を

生
み
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。 
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 こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解

は
、
自
衛
隊
の
武
力
行
使

を
「
日
本
へ
の
急
迫
不
正

の
侵
略
」
に
限
定
し
て
お

り
、
他
国
の
武
力
行
使
に

加
わ
る
集
団
的
自
衛
権
の

く
ら
し
の
単
身
の
女
性
か

ら
、「
Ｕ
Ｒ
の
家
賃
を
支
払

う
の
は
き
び
し
い
。
東
高

森
台
県
営
住
宅
は
あ
る

が
、
な
か
な
か
入
れ
な
い
」

と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
方
は

ま
す
ま
す
増
加
を
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 昨

年
開
か
れ
ま
し
た
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と
の
指
摘

が
あ
り
ま
す
。 

─

─

↑

╣

─

⌐
≈
™

≡

⇔
╕
⇔
√

 

⁞ϠϭВϠ ὅΕ ⁞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

˺

ͪ

Ѱ

↓

ᵂ

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

カ
ッ
ト
を
柱
と
す
る
地
域

医
療
、
介
護
総
合
保
険
法

が
６
月
、
自
民
、
公
明
の

与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で

成
立
し
ま
し
た
。 

ṻ

 

１
、
設
立
当
初
の
理
念

だ
っ
た
介
護
の
社
会
化
を

完
全
に
放
棄
し
、

─

╩

┘

╛

⌐

⇔

↑
╢
も
の
。 

２
、
介
護
の
困
難
さ
や
、

介
護
現
場
に
視
点
を
充
て

た
改
正
で
は
な
く
、
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≥

╩

さ
せ
た
改
正
内
容
で
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貧
困
問
題
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
問
し

ま
し
た
。 

当
局
か
ら
は
、
現
在
、
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╢
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
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２
０
１
３
年
６
月
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
法
律
は
子

ど
も
の
貧
困
を
個
人
の
責

任
と
し
な
い
で
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
と
す
る
内
容
で
す
。 

市
と
し
て
も
子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
平
成
２
６
年
度
策

定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ

8 4 ֻ ȹɱȽɶǮƲ

₳ᴇ ꜠╛ЖǓ ȖȓȅǞǦƳ

₴ 8 ǲ⁸ǓƲ ˕ǵ ǲǱǪ
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ș ǵʫ̈ǲ̟ǏȒǦȈǲ Ǫǭ

ǋȒȉǵǮǠƳ 

⁸Кǵᾛἶ Ǔ₳ᴇǿǵ ǋș ȈǦ̸ ș ǞȅǞǦƳȅ

ǦƲ⁸ 50 ǵ₴ק ǲ⁸Ǔ⁸ ǒȐ ȈǦ ˕ǵ̱ ǵ ȏ

ȑƲ̸ᴜǵ ȉ ȖȓȅǞǦƳ֓қ ЋᴣǮ șǞǦǵǨƲ

₳ᴇǵ ǋș ȆʣǙȅǞǦƳ 
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意
見
書
の
取
り
ま
と
め

に
あ
た
り
、
50
年
先
、
100

年
先
ま
で
市
民
生
活
や
自

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
い

た
と
の
こ
と
で
す
。 Ϥ

Л 

 

こ
れ
ま
で
リ
ニ
ア
事
業

は
す
べ
て
Ｊ
Ｒ
の
自
己
資

金
で
行
う
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
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こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
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で
す
。 

活
断
層
や
ウ
ラ
ン
鉱
脈

も
通
過
す
る
と
の
こ
と
。

大
量
に
出
さ
れ
る
土
砂
を

ど
う
す
る
の
か
。
電
磁
波

の
人
体
へ
の
影
響
は
ど
う

か
。
た
だ
で
さ
え
甘
い
需

要
予
測
を
立
て
て
い
る
の

に
、
社
長
自
ら
「
絶
対
に

ペ
イ
し
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
赤
字
必
至
の
事

業
の
ツ
ケ
を
か
つ
て
の
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
よ
う
に
、
税
金
で

肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。 
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╛Ǔ ȖȓȅǞǦƳ 

˝⁸КǮǶƲӾ ɍɶɔט╠ɇɧȢɎɶǲȏǪǭƲặἧ

ǵᴁǓẴȖȓȒẎẀǫȐǋ˗̏ǓǉȑȅǞǦƳ╛ЖǮǶƲ

˥˗ ǵ ǵ ǵɟɁȹɶȶǓ ǜȓƲ Ǔ ȖȓȅǞ

ǦƳ 

В І ˝⁸ ᶧǶƲ ̝ǲǑǋǭȉǦǺǦǺẎ ᵂ

ȋӾ ɇɧɁȮ(► Ƕ ɍɶɔǯᴀǷȓǭǋȅǞǦ)ǵᵂ ș

֝ȑʣǙƲᵃ ȋᾍꜘș ȈǭǔȅǞǦƳ ̝ǒȐƲӾ Ǳ

ș ǠȒǦȈǵ֝ȑ ȆǲҘșЊȓǭȅǋȑȅǠƳ 
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住
民
の
不
安
や
、

議
会
で
指
摘
し
た
こ
と
な

ど
も
、
し
っ
か
り
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
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義
務
的
経
費
は
、
定
年

退
職
者
の
増
加
に
よ
る
退

職
手
当
の
増
加
、
障
が
い

者
福
祉
費
、
生
活
保
護
費

等
が
増
加
し
、
１
２
億
円

増
の
４
７
９
億
円
。 

投
資
的
経
費
は
、
高
機

能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
整

備
、
新
藤
山
台
小
学
校
建

設
事
業
等
が
増
加
す
る
も

の
の
、
総
合
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
整
備
、
東
部
調
理

場
整
備
が
完
了
し
た
た

め
、
３
５
億
円
減
の
７
７

億
円
。 

ʝ

̝

 

社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
、
公
共
施
設
等
の
維

持
補
修
経
費
、
臨
時
福
祉

給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
な
ど
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
比
約
１

１
億
円
増
加
し
、
９
２
９

億
７
０
０
０
万
円
で
す
。 

Њ 

個
人
市
民
税
は
３
億
円

増
の
１
８
４
億
円
。
法
人

税
は
３
．
５
億
円
増
の
３

６
億
円
。
景
気
回
復
を
見

込
ん
だ
額
で
す
。 
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日本共産党春日井市議会議員団から こんにちは –４– 

 

Ε Ε 
ᶲ῏Ζɇ 

Ε ΒΪ  

ЊǵǍǨ᷂ ˧̂ Ƕ 6 Ϥ 5000 ʠЛǵṔ֛ǯǱ

Ȓ ȆǮǠƳǞǒǞƲ їǵǍǨƲ›˗ Ʋ ǱǰṔ

ǵ◙ ș֞ǘǭƲ їȉ 6 Ϥ 5000 ʠЛȂǰṔǏƲ ǜȓ

ȅǠƳǜȐǲƲ Ҳ ֝♬ Ǔ Ṕ ǵᾍ ǯǞǭ╠ǔʤ

ǙȐȓƲ2 ϤЛǵ Ƴ 

2 Ḭ᷾Ε  

ᾯƲ ˝⁸ǵ ǶƲṔ ǲȏȑ 2 ϤЛṔǏȅǠƳǤǵ

̀ǵ̝ ȉ ṔǯǱȒ ȆǮƲ Ṕ Ƕ᷂ ̱ǲ

ǯǪǭȉὡǲǱȑȅǠƳ ΙǶƲ ᵂǲᾍǠȒ ╓Ǯǵ Ƴ 

▬ᾲ ῶΟΕᶲ῏Ζɇ 

ᶮǒȐǶƲǠȀǭǵЏВ ǲ Ǳ ἇșǠȒȏǍ

ǓїǜȓǭǋȅǠƳ ˝⁸ǲǑǋǭǶƲǠȀǭΙʣǙǢǡƲ

ᾛ ǲǯǰȈȅǞǦƳ 

Ε ר Ζɀ 
ΧΕ̌אּ↕ ̋̊Ḭ᷾ 

♬ 200 ʠЛ̊ʤ 72.1% 

ᶮͪ ᶮ β∆ͪ ǵқЊ ǶƲ₴ ǵ ȋ Ǯϐǋ

ǭǋȒ˲Ǳǰ̭ ♬ Ǔẉ șӸȈȅǠƳ ₴↓ǶƲқЊʫₑǵ

Ǔ ♬ ʠЛ̊ʤǮǞǦƳ 
11 Ḭ 3000 ᷾Ε↕ּאΧ 

(2012 11 ה₲ ᶫᶰᵟᶅṮ ) 

 

ͯͣͯɀ Ζ 10ר Ḭ᷾ 

Ζ6 Ḭ 5000 ᷾ΦΎ≈  

(2014 7 ה₲ ᶫᶰᵟᶅṮ ) 

Ἤ10 ϤЛ Ἤ 16.5 Ϥ 6.5 Ϥ  

˝⁸Ƕ ₴↓ǒȐᶮͪ șΙʣǙǞƲʝ˲ǉǦȑǵͪ Ƕ 93,600 Л

ǒȐ 102,000 ЛǲǱȑȅǞǦƳ 

2014 ₴ 7 18 ǵᶮͪ ᵣӲ ̝ǮḸףǜȓǦƲ2013 ₴↓ǵ ȆǶƲӴ

₴↓ǵ ἬǓ 10 ϤЛǮƲ16 Ϥ 5000 ʠЛǉǪǦ ἬǶ Ϥ 5000 ʠЛǲ ᾜǞ

ȅǠƳ►ѧǵ ȆǶƲӴ₴↓ ἬǶ ϤЛǮǞǦƳǚȓǶƲ Ȑǒǲ 2013 ₴↓ǵᶮ

ͪ ΙʣǙǓ◙ ǞǭǋȅǠƳ 

Ιʤ  

ᶮͪқЊ ǵǔǺǞǋ ὕ ș ȅǏƲᶮͪ ǵ╠ǔʤǙșǑǚǱǍȀǔǮǠƳ 

0 ᷾Ε        

Ε 26.1ʑ 

ɨ12,189 ɩ 

 200 ᷾ᵘḹΕ  

Ε 72.1ʑ 

ɨ33,641 ɩ 

Ṕ ◙  

Ιʣ  

Ʀṓ ǵ ̈  

Ʀʤ ̓  

Ʀ ѝ  

Ʀ⁪ ɗɁɇ ȋ  

ƦЏᵣ ǵ̓ ǵʝ  

 

 

ʝ↓ ̂  

̭ ♬ ᾍ ǯǞǭ

̂ Ǔὕ ǜȓȅǞǦ

ǓƲʝᶥ ȑǵ ̂ǮǉȑƲ

ᵂ ǲǶǱȑȅǢȚƳȅ

ǦƲ ̂ǲǶẉǖǵ˗ҵ

ǓǒǒȑȅǠƳ 

そ
の
他
の
経
費
は
、
臨

時
福
祉
給
付
金
関
連
経
費

や
基
幹
系
住
民
情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
、
道
路
等
の

公
共
施
設
の
維
持
補
修

費
、
工
場
新
増
設
・
移
転

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療

給
付
費
負
担
金
等
の
増
加

に
よ
り
、
３
４
億
円
増
の

３
７
５
億
円
で
す
。 

♥ ӣ ͪ  

Ιʣ (₳᷈ 2,622 Л)  

̊ʣǓ▌Ѱ қЊǵ

ӣ ȉΙʣǙǮǠƳ 

○所得割額 8.55%→9.00% 

○均等割額 43,510→45,761 円 

○賦課限度額 55→57万円 

∂ Ҳ  

Ṕ  

Ʀ Ҳ  

7,200 円が 10,800 円に 

13年を経過すると 12,900円 

ƦԍҲ ̂  

1,000 円が 2,000 円に 

Ꞌ ₿ϢКϦɚ2014 ϑɚϾК 


